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【背景と目的】
本研究は、地域在住の薬物治療の限界を抱えているパーキンソン病（PD）患者へアロマセラ

ピーを用いることで、慢性疼痛の緩和への可能性を検討した。
この実施は、薬剤治療でも取り除けない疼痛により日常生活の質が低下している患者に健康寿命
延伸をはかるための支援を目的とした。本学において神経変性疾患のPDの患者と関わる中で、
耐え難い疼痛の辛さを目の当たりにした。PD患者の65-85%は慢性疼痛を有していると言われ、
活力低下、不安、廃用障害、抑鬱となり、Activities of Daily Living(ADL）とQuality Of Life(QOL)が増
悪する深刻な問題である。

【方法】
本研究は複数実施（芳香浴、マッサージ、アロママッサージ：各3週間）を伴うシングルアームの
クロスオーバー試験である。対象は、慢性疼痛を抱えるPD患者とした。主観的疼痛評価にはVisual
analog Scale(VAS)、客観的疼痛評価には採血データとして血漿ドーパミン、脳波を測定し、実施間の
評価項目変化の比較を行った。統計ソフトはSPSS.Ver.25を用い、線形混合モデル解析を用いた。有
意水準はp＜0.05となした。

【結果】
研究参加者は4名であった。芳香浴と比較して、マッサージ中およびアロママッサージ前後でVAS
が減少した。（VAS：アロママッサージの実施前は週統合推定平均値が6.42cmに対し、実施中およ
び実施直後は週統合推定平均値が0.25cmと大幅に減少した）変化量は -6.17 cm で、有意であった
(P < 0.001) (図 1) そして血漿ドーパミン値が増加した。 (図 2)また脳波測定ではPeak Alpha 
Frequencyは安静時よりも高かった (図 3)

【考察と結論】
慢性疼痛を抱えたPD患者４例と対象として地域在住の薬物治療の限界を抱えているPD患者へアロ
マセラピーを用いることで、慢疼痛の緩和への有効性の検討を行った。
芳香浴、マッサージ、アロママッサージのパターンの中でアロママッサージが疼痛に対して最も
疼痛緩和効果に寄与した。このことは地域で生活するパーキンソン病患者への包括的な支援とな
りうる可能性がある。今後は、症例数を増やし本研究結果の妥当性を検証する必要がある。地域
在住の患者へ健康の保持・増進に寄与することを目的に活動を継続していきたい。
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表1. I・M・AMによるVAS の結果

図3. I・M・AMによるEGGのパワースペクトラム (PAF)

表2. I・M・AMによるドーパミン値の結果

LS mean: least square mean; 95%CI: 95% confidence interval


